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御
伽
草
子
の
漢
語
に
つ
い
て
の

一
考
察

一
、
は
じ
め
に

中
世
の
語
彙
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
漢
語
の
増
加
、
日
常
生
活
へ
の
進
出

世
い
け
一
投
げ
鶴
ヴ
あ
嚇
「
ビ
［
鰤
罐
け
¨
澤

ヤ 作
濁
¨
嘲
降
に
』
い
錦
暉
疇
¨

て
低
い
の
で
あ
る
が
、
御
伽
草
子
全
体
に
つ
い
て
み
る
と
非
常
に
多
様
な
漢
語

が
使
わ
れ
て
お
り
、
当
時
あ
る
程
度

一
般
化
し
て
い
た
漢
語
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。
従

っ
て
、
御
伽
草
子
は
当
時
の
漢
語
使
用
の
実
態
を
知
る
上
で
絶
好
の
資

料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
従
来
、
御
伽
草
子
の
こ
と
ば
に
関
す
る
研
究
は

極
め
て
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
正
確
な
テ
キ
ス
ト
が
多
く
紹
介
さ
れ
、
複
製
、

翻
刻
の
作
業
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
現
在
、
個
々
の
作
品
に
関
す
る
、
語
学
的

観
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
御
伽
草
子
の
中
で
も
屈
指
の
作
と
い
わ
れ
、
広
く
読
ま
れ

た
と
思
わ
れ
る
次
の
三
作
品
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢

語
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
尚
、
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
な
る
べ

く
書
写
の
年
代
が
古
く
、
文
章
も
整

っ
て
い
る
も
の
を
選
ん
だ
が
、
誤
写
が
あ

る
か
と
思
わ
れ
る
個
所
は
、
他
の
諸
本
を
参
照
し
た
。

０

『
福
富
物
語
』
　

（仮
題
）

赤
木
文
庫
蔵
絵
巻

大

石

一予

０

『
さ
る
げ
ん
じ
』
赤
木
文
庫
蔵
丹
緑
本

０

『
二
人
法
師
』
赤
木
文
庫
蔵
丹
緑
本

〔い
ず
れ
も
、
横
山
重
氏

。
松
本
隆
信
氏
編

『室
町
時
代
物
語
大
成
』
（昭
和

侶
年
―
、
角
川
書
店
）
所
収
の
も
の
に
よ
る
。
〕

漢
語
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
点
を
考
慮
し
た
。

イ
、
漢
語
サ
変
動
詞
は
、
漢
語
十

「す
」
に
分
け
る
。

口
、
三
字
以
上
の
漢
語
は
原
則
と
し
て
二
語
に
分
つ
。
但
し
、
慣
用
的
に
一

語
と
し
て
用
い
た
と
考
え
う
る
場
合
に
は
分
け
な
い
。
（例
、　
一
大
事
、貴
賤
群

集
、
な
ど
）

ハ
ヽ
接
頭
辞
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
の
な
い
場
合
と
同

じ
に
扱
う
。
但
し
、
接
頭
辞
な
し
で
は
用
い
ら
れ
な
い
も
の
は
、
接
頭
辞
を
つ

け
て
扱
う
。
（例
、
御
所
、
御
分
、
な
ど
）

二
、
意
味
の
不
明
な
も
の
は
認
め
な
い
。
（例
、
け
て
う
＝
厳
重
？
　
な
ど
）

ホ
、
人
名

・
地
名

。
寺
社
名

。
書
名
等
の
固
有
名
詞
や
、
年
号

・
月
日

ｏ
日

時

・
数
詞
は
除
く
。

二
、
量
的
考
察

御
伽
草
子
の
漢
語
の
性
格
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
先
に
述
べ
た
配
慮
の
下



表 1

作

品

名

三

人

法

師

さ
る
げ
ん
じ

福
富
物

語

一
字
漢
語

・４

　

２５
．

54

120.6)

39

C41.9)

二
字
漢
塾

373

165。 7)

２

　

の

・９

　

７３
．

39

∈1.9

二
字
漢
語

30

(5.3)

11

∈.2)

8

(8.6)

四
字
以
ト

23

(4.0)

5

(1.9)

7

(7.5)

計 262

混
種
語

拠E´ 冨ヾ吾磁支

表 2

作

品

名

三

人

法

師

き
る
げ
ん
じ

福
富
物

語

一
字
漢
藝

39

13.4

19

〔13.2

17

28.0

一字
漢
語
一三
字
漢
語

215

〔74.2)

114

79.2

32

(54.2

18

(6.2)

6

←.2)

3

(5.1)

四
字
以
上

18

(6.2)

5

0.5)

7

(11.9

計 144

混
種
語

異なり語数

に
抜
き
出
し
た
漢
語
及
び
混
種
語
は
、
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

カ
ツ
コ
内
の
数
字
は
総
漢
語
数
に
占
め
る
割
合

（％
）

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
字
漢
語
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
一
字
漢
語
、

三
字
漢
語
、
四
字
以
上
か
ら
な
る
漢
語
の
順
と
な
る
。
四
字
以
上
の
漢
語
で
目

立
つ
の
は
、
「比
翼
連
理
」
「紅
花
緑
葉
」
な
ど
、
中
世
に
お
け
る
類
型
的
な
慣

用
句
の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
と
、
「有
為
無
常
」
「
坐
禅
入
定
」
な
ど
、
仏
教
関

係
の
語
で
あ
る
。

ま
た
、　
一
ペ
ー
ジ
あ
た
り
の
漢
語
数
は
、
「福
富
物
語
』
十
二
・
八
語
、
「
さ

る
げ
ん
じ
』
十
五
・
六
語
、
『
二
人
法
師
』
二
十
五
・
九
語
と
な
り
、
「
三
人
法

師
』
の
漢
語
の
比
率
が
他
の
二
作
品
と
比
べ
て
や
や
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
、
二
字
漢
語
の
中
で
仏
教
語
の
占
め
る
割
合
を
見
る
と
、

『福
富
物
語
』

十
五

・
六
％
（
五
語
）
、
『
さ
る
げ
ん
じ
』
九

・
六
％
（十

一
語
）
、
「
二
人
法
師
』

二
十
四

。
四
％
（
五
十
三
語
）と
な
る
。
（
カ
ッ
コ
内
は
仏
教
語
の
異
な
り
語
数
）

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
漢
語
の
量
や
性
格
が
異

な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
そ
れ
ら
を
区
別
せ
ず
、
御
伽
草
子
と
い

う
大
き
な
枠
の
中
の
漢
語
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
、
三
作
品
全

体
に
つ
い
て
見
る
と
、
二
字
漢
語
は
、
延
べ
語
数
六
百
四
語
、
異
な
り
語
数
三

百
二
十
七
語
と
な
る
。
以
下
、
こ
の
三
百
二
十
七
語
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
を

分
析
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

三
、
比
較
的
考
察

は
じ
め
に
、
御
伽
草
子
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
語
が
、
そ
れ
以
前
の
時
代
の

ど
の
よ
う
な
資
料
に
い
つ
頃
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
中
世
以
後
に

新
た
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
漢
語
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
用
例
の
調
査
は
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
』

（小
学
館
）
、
宮
島
達
夫
氏

『古
典
対
照
語
い
表
』

（昭
和
４６
年
、
笠
間
書
院
）

及
び
そ
の
他
の
文
学
作
品
の
索
引
等
に
よ
っ
た
。
語
彙
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

さ
ら
に
精
細
な
調
査
に
よ
っ
て
他
に
用
例
を
見
出
し
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

大
勢
は
う
か
が
い
得
る
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
先
の
三
百

二
十
七
語
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

Ａ
、
中
古
の
仮
名
文
と

一
致
す
る
も
の
。

悪
業
　
案
内
　
衣
裳
　
以
前
　
一
定
　
一
同
　
一
念
　
因
果
　
回
向

学
問
　
果
報
　
一示
中
　
兄
弟
　
孝
養
　
供
養
　
気
色
　
探
怠
　
結
縁

家
礼
　
下
薦
　
見
物
　
更
衣
　
高
家
　
後
代
　
強
盗
　
御
所
　
御
前

五
体
　
御
覧
　
今
上
　
建
立

以
上
は
ア
行
音

。
力
行
音
で
始
ま
る
語
だ
け
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、
全
部



で
百
八
語
が
中
古
の
仮
名
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
古
に
お
い

て
少
な
く
と
も
貴
族
の
間
で
は
一
般
化
し
、
女
性
の
間
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
仏
教
語
や
今
日
に
お
い
て
も
日
常
に
用
い
る
漢
語
が
多

く
、
御
伽
草
子
の
時
代
に
基
本
的
な
漢
語
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

Ｂ
、
中
古
以
前
の
漢
文

・
変
体
漢
文
と

一
致
す
る
も
の
。
（但
し
、
Ａ
の
漢
語

を
除
く
。
）

異
香
　
一
所
　
違
例
　
慇
懃
　
運
命
　
悦
喜
　
閻
浮
　
恩
愛
　
遠
国

戒
行
　
会
合
　
過
去
　
痙魅
御
　
看
経
　
顔
色
　
関
東
　
看
病
　
管
領

祈
請
　
窮
屈
　
九
泉
　
旧
里
　
器
用
　
形
儀
　
近
国
　
近
習
　
公
家

九
献
　
群
集
　
稽
古
　
結
構
　
業
因
　
故
郷
　
虚
空
　
古
人
　
御
辺

以
上
も
ア
行
音

・
力
行
音
で
始
ま
る
語
の
み
で
あ
り
、
他
に
百
十
六
語
、
計

百
五
十
二
語
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
が
中
古
に
お
い
て
す
で
に
字
音
で
読
ま
れ
て

い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
尚
検
討
を
要
す
る
が
、
少
な
く
と
も
字
面
は
存
在

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
御
伽
草
子
と
は
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も

の
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
漢
語
の
一
般
化
に
伴
う

語
義
変
化
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｃ
、
「今
昔
物
語
』
と

一
致
す
る
も
の
。
（但
し
、
Ａ
・
Ｂ
の
漢
語
を
除
く
。
）

一
族
　
奇
特
　
下
女
　
現
在
　
御
定
　
子
息
　
諸
人
　
同
名
　
由
来

こ
の
八
語
も
、
さ
ら
に
古
い
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
Ａ
・
Ｂ

。
Ｃ
あ
わ
せ
て
三
百
六
十
九
語
が
中
古
か
ら

用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
た
漢
語
は
、
中
世

前
期
の
軍
記
物

・
説
話

・
随
筆
等
に
ひ
き
つ
が
れ
、
次
第
に
広
く
深
く
浸
透
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
半
数
近
く
は
現
在
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
な
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
比
較
的
安
定
し
た
漢
語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
中
古
に
は
見
ら
れ
な
い
漢
語
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ｄ
、
中
世
前
期

（鎌
倉
時
代
）
に
新
出
の
も
の
。

一
円
　
一
河
　
一
樹
　
一
巡
　
威
徳
　
有
徳
　
峨
々
　
寒
熱
　
愚
僧

工
夫
　
公
方
　
契
約
　
降
参
　
詩
歌
　
蛇
体
　
上
人
　
思
案
　
成
人

雑
談
　
大
軍
　
談
合
　
籍
策
　
亭
主
　
貞
女
　
道
行
　
当
所
　
当
世

塔
婆
　
同
朋
　
動
乱
　
内
談
　
男
子
　
女
性
　
拝
殿
　
発
句
　
北
国

慢
幕
　
面
々
　
遺
跡

こ
れ
ら
は
中
世
前
期
か
ら
用
い
ら
れ
、
中
世
後
期
に
は
広
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

Ｅ
、
中
世
後
期

（室
町
時
代
）
に
新
出
の
も
の
。

衣
桁
　
一
命
　
鬱
気
　
会
下
　
渇
命
　
伽
羅
　
近
内
　
苦
労
　
御
酒

御
分
　
生
害
　
商
売
　
辛
労
　
調
法
　
茶
香
　
唐
犬
　
本
病
　
遊
民

連
衆

こ
れ
ら
の
比
較
的
新
し
い
漢
語
も
、
謡
曲

・
狂
言

・
抄
物

。
キ
リ
シ
タ
ン
資

料
及
び

『節
用
集
』

『
下
学
集
』
等
の
古
辞
書
な
ど
、
同
時
代
の
資
料
に
広
く

見
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
漢
語
が
急
速
に
増
加
し
、

浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
中
世
以
降
に

新
た
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
漢
語
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
の
下
に

生
じ
、　
一
般
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
第

一
に
気
付
く
こ
と
は
、
武
家
社
会
の
勃
興
と
い
う
時
代
の
新
気
運
を

反
映
し
て
、
「大
軍
」
「動
乱
」
「生
害
」
二

命
」
「降
参
」
「御
分
」
「慢
幕
」
な

ど
、
武
士
や
戦
乱
に
関
係
の
あ
る
語
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

軍
記
物
語
に
先
ず
用
い
ら
れ
、
武
士
の
進
出
に
伴

っ
て
次
第
に
一
般
化
し
て
い

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
直
接
戦
乱
に
は
関
係
が
な
い
が
、
戦
乱
に
よ
る
不
安

。
世
相
の
混
沌

が
も
た
ら
し
た
、
主
従
、
あ
る
い
は
家
と
個
人
と
の
関
係
の
強
化
と
い
っ
た
封

29



建
的
な
社
会
制
度
と
深
く
関
る
語
と
し
て
、
二

族
」
「契
約
」
「談
合
Ｌ
内
談
」

な
ど
の
語
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、
家

・
領
主

・
座
等
に
よ
っ
て
象
徴

さ
れ
る
、
個
人
を
東
縛
す
る
統
制
的

・
集
団
的
な
風
潮
を
背
景
と
し
て

一
般
化

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
戦
争
の
連
続
と
社
会
の
混
乱
は
、
人
々
に
生
活
苦
を
も
た
ら
し
、
民

情
は
不
安
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、
人
々
の
困
窮
ぶ
り
を
表
わ
す
の
が
、

「本

病
」
「
渇
命
」
「苦
労
」
「辛
労
」
「鬱
気
」
等
の
語
で
あ
り
、
中
古
に
は
、
公
家

の
日
記
や

一
部
の
説
話
文
学
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た

「物
念
」

「強
盗
」
な

ど
の
語
と
と
も
に
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
古
に

は
ほ
と
ん
ど
文
学
作
品
に
登
場
し
な
か
っ
た
庶
民
を
主
人
公
と
す
る
作
品
が
こ

の
時
代
に
多
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
戦
乱

。
乱
離
の
世
相
と
と
も
に
、
中
世
に
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
仏
教
思
想
の
浸
透
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
起
こ
っ

た
新
仏
教
が
こ
の
時
代
に
下
級
武
士
や
庶
民
の
間
に
ま
で
広
く
浸
透
し
た
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴

っ
て
仏
教
語
も

一
般
に
広
ま

っ
て
い
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
御
伽
草
子
の
中
に
仏
教
語
が
か
な
り
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、

仏
教
色
が
薄
ら
い
で
日
常
語
と
な

っ
て
い
る
も
の
さ
え
見
ら
れ
る
。
い
か
に
仏

教
が
人
々
の
生
活
の
中
に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
仏
教
の
隆
盛
は
、
同
時
に
堕
落
の
始
ま
り
で
あ
り
、
人
々
は
仏

教
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
物
質
を
熟
視
し
は
じ
め
る
の
で
あ

っ
た
。

農
業

・
手
工
業
の
発
達
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
商
業
の
発
展
と
貨
幣
の
流

通
は
、
堕
落
し
た
仏
教
に
あ
き
た
ら
ぬ
人
々
に
物
欲
の
精
神
と
金
権
思
想
を
生

み
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
「商
売
」
「有

徳
」
と
い
う
語
が
中
世
に
現
わ
れ
、
急
速
に

一
般
化
す
る
。

「有
徳
」
は

「有
得
」
と
も
書
か
れ
、
″
ウ
ト
ク
″　
″
ユ
ウ
ト
ク
″
と
読
ま
れ

る
が
、
中
国
で
は
、
〈
徳
の
あ
る
人
〉
（有
徳
）
、
〈
得
る
所
が
あ
る
〉
（有
徳
）
と

い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
我
が
国
で
は
、

『
日
散
講
護
』
に

「く
ざ
８

（
ウ
ト
ク
）
＞
Ｅ

φ”
富
営

（有
徳
）
例
、
く
ざ
８
■

ｏ
８
ミ
」

（
ウ

ト
ク
ニ
　
ゴ
ザ
ル
）
富
裕
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
〈
富
裕
な
、
金
持
ち
〉
と

い
う
意
味
で
、
室
町
時
代
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
〈
徳
が
あ
る
も
の
〉
即

ち

〈
金
持
ち
〉
と
な
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
代
の
現
世
利
益
的
な
物
質
中
心
主

義
が
表
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
世
以
降
に
新
た
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
漢
語
は
、

中
世
の
戦
乱

・
乱
離
の
世
相
と
そ
れ
に
よ
る
人
々
の
苦
悩
、
さ
ら
に
個
人
を
東

縛
す
る
統
制
的

・
集
団
的
な
風
潮
や
金
権
主
義
の
横
行
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
時

代
の
精
神
と
も
言
う
べ
き
も
の
と
深
く
関

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
に
気
付
く
こ
と
は
、
中
世
に
新
た
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
漢
語
の

中
に
、
中
国
に
出
典
を
見
出
せ
な
い
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
橋

轍
次
氏

『大
漢
和
辞
典
』
（大
修
館
書
店
）
、
中
村
元
氏

『仏
教
語
大
辞
典
只
昭

和
５０
年
、
東
京
書
籍
）
等
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
出
典
を
見
出
し
得
な
い
漢
語

は
、
次
２
二
十
一釜
“
で
あ
る
。

＊
一
巡

＊
渇
命
　
菫慇
御
　
一只
中
　
近
国

＊
近
内
　
見
物
　
一員
家

＊
降
参

御
読

＊
御
分
　
御
辺
　
参
籠

＊
蛇
体

＊
生
害

＊
商
売

＊
辛
労

＊
雑
談

他
念

＊
談
合

＊
調
法

＊
唐
犬
　
当
座

＊
当
所

＊
内
談
　
内
々
＊
女
性

物
念
　
返
事
　
傍
輩

＊
本
病
　
門
跡
　
遊
君
　
様
体
　
連
歌

＊
連
衆

こ
の
う
ち
、
中
古
以
前
の
用
例
を
見
出
し
得
な
い
も
の

（
＊
印
）
は
、
十
八

語
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、
「見
物
」
「返
事
」
「内
々
」
等
が
中
古
に
す
で
に
字

音

で
読
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
和
製
漢
語

（実

際
に
は
、
こ
れ
ら
の
漢
語
が
中
国
に
は
な
く
、
確
か
に
我
が
国
で
造
り
出
さ
れ



た
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、　
一
方
で
は
、
「公
方
「
大
名
」

「面
々
」
な
ど
の
よ
う
に
字
面
は
中
国
に
も
存
在
す
る
が
、
日
本
で
は
意
味
・用

はい嵯』録は「ｒ鰤一̈
つ語”れけ娃れ増（れはかけ嗜〔赫洵一導琳ｍ岬ヽ

そ
の
中
か
ら
恣
意
的
に
い
く
つ
か
を
選
び
、
考
察
の
対
照
と
す
る
。

「雑
談
」
「談
合
」
「内
談
」
な
ど
に
見
ら
れ
る

″談
″
と
い
う
語
基
は
、
中
世

以
降
強
烈
に
活
躍
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く

〈
か
た
る
、
は
な
す
〉
と
い
う

意
味
の

夕論
″
や

″語
″
が

〈
意
見
を
た
た
か
わ
せ
る
、
議
論
す
る
〉
と
い
う

意
味
を
持
つ
の
に
対
し
、
こ
の
字
は
、

〈
な
ご
や
か
に
も
の
が
た
る
〉
と
い
う

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、　
″談

″
を
構
成
要
素
と
す
る
和
製
漢
語

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
の
こ
と
な
か
れ
主
義
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
漢
語
は
、
先
に
触
れ
た
通
り
、
中
世
の
集
団

的
な
風
潮
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
風
潮
は
農
民
や

町
人
の
団
結
を
も
た
ら
し
、
生
産
力
の
向
上
と
と
も
に
、
庶
民
が
社
会
に
台
頭

し
て
く
る
大
き
な
要
因
と
な
る
。
即
ち
、
村
民
の
自
治
的
集
団
と
し
て
の
村
が

発
達
し
、
村
で
は
寄
合
が
開
か
れ
て
様
々
の
こ
と
を
相
談
す
る
。
や
が
て
人
々

は
権
力
に
反
抗
し
て

一
揆
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
が
、　
″談

″
と
い
う
語
基
は

そ
の
よ
う
な
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
に
非

常
に
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。

「調
法
」
は
、
室
町
時
代
に
新
出
す
る
と
と
も
に
日
記

。
文
書
等
に
広

く
用

い
ら
れ
、
意
味
も
多
様
化
す
る
が
、
中
国
に
出
典
が
見
当
た
ら
ず
、
和
製
漢
語

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
字
義
か
言
え
ば

「調
」
は

〈
と
と
の
え
る
、
し
ら
べ

る
〉
、
「法
」
は

〈
道
理
、
み
ち
、
や
り
方
〉
で
あ
る
か
ら
、

『
日
葡
辞
書
』
に

「ｏ
，

Ｏ
ａ

（
チ
ョ
ウ
ハ
ウ
）
物
事
を
整
備
す
る
こ
と
、
ま
た
は
用
意
し
整

え

る

こ
と
」
「Ｏ
Ｆ
Ｏ
ぴ
鰊
（
チ
ョ
ウ
バ
ウ
）
し
つ
ら
え
る
こ
と
、
ま
た
は
準
備
す

る

こ

と
」
と
あ
る
の
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
三
人
法

師
』
で
は

「此
二
三
日
は
、
我
ら
も
、
あ
ら
ゆ
ふ
、
て
う
ほ
う
つ
き
て
、
け
ふ

り
を
も
、
た
て
ず
。
」
と
あ
り
、
〈
食
事
の
準
備
、
料
理
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
『
日
葡
辞
書
』
に

「∽
８

，
日
営
ｏ
ｏ
口
０
＆
雀
Ｅ

（肴
を
調
法
す
る
）
肴
を

用
意
し
、
整
え
る
」
と
あ
り
、
『御
湯
殿
上
日
記
』
文
明
九
年
八
月
二
十
九
日

の
条
に
は

「昨
日
の
御
て
う
ほ
う
色
々
ま
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
〈料
理
〉

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
に
出
典
て
も
つ

「調
理
」

「料
理
」
も
、

本
来
は

〈
整
え
る
、
処
理
す
る
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
い
ず
れ

も
食
物
に
限

っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

飢
獄
一
、
も
と
も
と

〈
か
け
走
る
〉
と
い
う
意
味
で
あ

っ
た

「馳
走
」
と
い
う

語
は
、
日
本
で

〈
世
話
を
す
る
、
も
て
な
す
〉
と
い
う
意
味
に
変
化
し
、
さ
ら

に
中
世
後
期
頃
か
ら
、
や
は
り

〈
食
事
、
酒
肴
〉
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
０

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
漢
語
は
い
ず
れ
も
よ
く
似
た
語
義
変
化
を
起
こ
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
漢
語
が

一
般
化
し
、
日
常
語
と
な

っ
た
た
め
に
、
最
も
身
近
で
日
常
的
な

〈
処
理

・
用
意
〉
で
あ
り

〈
世
話
、
も

て
な
し
〉
で
あ
る

〈
食
事
〉

へ
と
意
味
が
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
漢
語
の
日
常
語
化
に
伴
う
語
義
変
化
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
そ
の

背
景
と
し
て
、
当
時
の
日
本
人
の
物
質
中
心
主
義
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
和
製
漢
語
と
い
う
よ
り
も
、
本
来
の
書
き
方
が
忘
れ
ら
れ
た
た
め
に

語
義
変
化
を
生
じ
、
別
の
漢
字
を
当
て
て
書
き
表
わ
さ
れ
る
に
至

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
さ
る
げ
ん
じ
』
に

「き
ん
な
ひ
、
き
ん
ご
く
の
大
み
や
う
は
」
と
あ
る
「き

ん
な
ひ
」
は
、
「幾
内
」
の
訛
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
「
か
た
こ
と
』
に
は
、



「き
ん
の
う

（昨
日
ご

「
み
ん
な
さ
ま
（皆
様
と

「
お
ん
な
し
（同
じ
ご

等
、
ｎ

音
の
前
に

「
ん
」
の
入
る
例
が
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「き
ん
な
ひ
」

も
恐
ら
く

「幾
内
」
が
文
字
と
離
れ
て
永
く
通
用
さ
れ
た
結
果
、
「近
郷
」
「近

在
」
な
ど
と
混
同
を
起
こ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
御
伽
草
子
の

『あ

き
み
ち
』
に
は

「む
か
し
、
鎌
倉
の
き
ん
な
ひ
に
」
と
あ
り
、
完
全
に
本
来
の

語
義
が
忘
れ
ら
れ
、
「近
内
」
と
意
識
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

『
二
人
法
師
』
に

「な
ど
や
、
子
ど
も
の
、
か
つ
み
や
う
を
も
、
は
か

ら
は

せ
給
は
ぬ
ぞ
」
と
あ
る

「
か
つ
み
や
う
」
は
、
〈飢
餓
が
迫

っ
た
命
〉
と

い
う

意
味
で
あ
り
、
『運
歩
色
葉
集
』
や

『
甲
陽
軍
鑑
』
等
に
見
え
る

「渇
命
」
と
い

う
語
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
に
は
出
典
を
見
出
し
得
な
い
。
こ
れ
は
、

も
と
も
と
、
仏
教
語
で

〈
生
活
〉
と
い
う
意
味
の

「活
命
」
と
い
う
語
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
人
々
の
生
活
が
苦
し
か
っ
た
た
め
に
、
本
来
〈生
活
〉

と
い
う
意
味
の

″
カ
ツ
ミ
ャ
ウ
″
が

〈
苦
し
い
生
活
〉
と
い
う
意
味
に
な
り
、

「渇
命
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
代

に
用

い
ら
れ
る

「辛
労
」
も
同
様
に
も
と
は

「
心
労
」
と
い
う
語
で
あ
り
、
こ
れ
に

〈
つ
ら
い
〉
と
い
う
意
味
が
加
わ

っ
た
結
果
の
当
て
字
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず

れ
も
実
証
に
乏
し
い
う
ら
み
が
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
い
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う

が
、
御
伽
草
子
の
漢
語
の
中
に
は
、
漢
字
ば
な
れ
に
よ
る
語
義
変
化
を
起
こ
し

た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
漢
語
の
語
義
変

化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

四
、
漢
語
の
語
義
変
化

語
義
変
化
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容

。
原
因

ｏ
時
期
等
が
問
題
と
な

っ
て
く

る
。
ま
た
、
語
義
変
化
は
〔Ｉ
〕
指
示
物
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
に
よ
る
も
の
、

〔Ⅱ
〕
言
語
自
体
の
意
味
変
化
、
〔Ⅲ
〕形
態
と
の
関
り
に
よ
る
も
の
、
に
分
け
ら

た
ず
”

こ
こ
で
は
ヽ
言
語
自
体
の
意
味
変
化
を
中
心
に
、
そ
の
変
化
を
い
く
つ

か
の
型
に
分
類
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
尚
、
語
義
変
化
が
起
こ
っ
た

結
果
、
本
来
の
意
味

（原
義
）
と
ず
れ
て
生
じ
た
意
味

（転
義
）
と
が
同
時
に

共
存
す
る
場
合
と
、
本
来
の
意
味
が
用
い
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
両
者
を
区
別
せ
ず
に
考
え
る
。

さ
て
、
二
字
漢
語
は
用
法
の
上
か
ら
大
別
し
て
、
名
詞

・
動
作
語

。
形
容
語

の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
語
で
は
語
尾
変
化
が
な
い
の
で
、
み

か
け
上
は
品
詞
の
区
別
が
な
く

（伝
統
的
に
は
、
実
詞
と
虚
辞
の
二
類
に
し
か

分
け
な
い
）
、
語
順
に
よ
っ
て
品
詞
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
が
日
本
語
に
取

り

入
れ
ら
れ
る
際
に
は
、　
一
般
に
体
言
の
資
格
と
な
り
、
動
作
語
を
日
本
語
の
動

詞
と
し
て
用
い
る
場
合
は
、

「す
」
を
つ
け
て
サ
行
変
格
に
活
用
さ
せ
て
用
い

る
の
が
普
通
で
あ
り
、
ま
た
、
形
容
語
は
、
「
た
り
」
又
は

「な
り
」
を
つ
け
て

形
容
動
詞
と
し
て
用
い
る
か
、
副
詞
と
し
て
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

「装

束
く
」
の
よ
う
に
漢
語
の
語
尾
を
活
用
さ
せ
る
も
の
や
、

「鬱
陶
し
い
」
の
よ

う
に
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
数
は
少
な
い
。
語
義
変
化
を

起
こ
し
た
漢
語
の
中
に
は
、
用
法
の
変
化
を
伴
う
も
の
が
少
な
く
な
い
。
以
下
、

例
を
あ
げ
な
が
ら
そ
の
変
化
の
型
を
観
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

①
名
詞
↓
動
作
語

夕他
界
′
は
、
文
字
通
り

〈
他
の
世
界
〉
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
仏
教
で

は
ど 〈
け
澪
印
剛
研
ド
あ
っ
岬
一
崚
繊
け
に
”
責
』
一
一
曜
崎
畦
疇
吻
ち
雌
麟
利

り
、
名
詞
で
あ
る

″他
界
″
が

〈
死
去
す
る
〉
と
い
う
意
味
の
動
作
語
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。

②
名
詞
↓
形
容
語

″所
詮
′
は
も
と
も
と
仏
教
語
で
〈
経
文
で
顕
わ
さ
れ
る
も
の
、
即
ち
義
理
〉



と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
『
さ
る
げ
ん
じ
』
に
は

「
し
ょ
せ
ん
、
大
み
や
う

の

ま
ね
を
せ
よ
か
し
」
と
あ
り
、
〈
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
う
な

っ
た
か
ら
に
は
〉
と

い
う
ぐ
ら
い
の
意
味
で
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、　
″器
用
″
は
本
来

〈
役
に
立
つ
器
物
、
有
用
な
人
材
〉
と
い
う
意
味

の
名
詞
で
あ
る
が
、
「福
富
物
語
』
に

「す
ぐ
れ
て
き
よ
う
に
も
の
し
給
は
ヽ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
〈
技
能
が
す
ぐ
れ
た
さ
ま
〉
を
表
わ
す
形
容
動
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

③
動
作
語
↓
名
詞

″管
領
″　
″更
衣
″　
″随
身
″　
″奉
行
″
は
、
そ
れ
ぞ
れ

〈
す
べ
取
り
し
ま

る
〉
〈
着
物
を
着
か
え
る
〉
〈
身
に
所
有
す
る
〉
〈
命
を
受
け
て
事
を
行
う
〉
と
い

う
意
味
の
動
作
語
で
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
動
作
を
す
る
人
、

さ
せ
る
人
を
指
す
名
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

④
動
作
語
↓
形
容
語

夕結
構
″
と
い
う
語
は
、
建
築
な
ど
の
構
成
に
つ
い
て
い
う
動
作
語
で
あ
る

が
、
そ
の
結
構
が
み
ご
と
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、　
″結
構
な
″
と
い
う
形
容

語
と
し
て
の
用
法
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

語
燎
漱
″
性

詳

卜

禰

島

己

モ

ト

導

嚇

尚

聾

鰐

稀

哺

鰤

群

ゝ
」
ヨ

ぢ
や
う
、
さ
か
づ
き
を
、
さ
し
そ
ん
ず
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
〈
確

実
だ
〉
と
い
う
意
味
の
形
容
動
詞
や
、
〈
き

っ
と
、
必
ず
〉
と
い
う
意
味

の
副

詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

③
形
容
語
↓
名
詞

″
七
条
″
は
、
七
幅
を
寄
せ
て
縫
い
合
わ
せ
た
袈
裟
の
一
種
で
、
も
と
も
と

″
七
条
の
袈
裟
″
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
略
し
て

″七
条
″
だ
け
で
名

詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
他
に
、　
″雑
色
″　
″中
間
″　
″同
名
″

な
ど
、
本
来
修
飾
語
で
あ

っ
た
も
の
が
、
そ
れ
だ
け
で
修
飾
さ
れ
る
物
や
人
を

表
わ
す
よ
う
に
な
る
例
は
非
常
に
多
い
。

③
形
容
語
↓
動
作
語

″狼
藉
′
は
、
も
と
も
と

〈
と
り
乱
し
た
さ
ま
〉
を
表
わ
す
形
容
語
で
あ
る

が
、
「福
富
物
語
』
に

「
下
手
の
、
お
な
ら
こ
き
め
か
、
か
ゝ
る
ら
う
せ
き
、
う

て
や
ノ
ヽ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
〈
乱
暴
を
は
た
ら
く
こ
と
〉
と
い
う
動
作
語
と

し
て
の
意
味
を
持

っ
て
き
て
い
る
。

以
上
、
用
法
の
変
化
を
伴
う
語
義
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、

変
体
漢
文

・
記
録
体
等
に
お
い
て
漢
語
を
主
体
的
に
実
状
に
合
致
す
る
よ
う
に

用
い
た
こ
と
が

一
つ
の
原
因
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
用
法
の
変
化
し
な
い
語
義
変
化
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
、
言

わ
ば
和
語
的
な
変
化
で
あ
り
、
日
常
語
化

・
和
語
化
し
た
漢
語
に
起
こ
る
こ
と

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

国
と
し
て
、
原
義
と
転
義
と
の
間
に
共
通
す
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
も
の
を

あ
げ
る
。
こ
れ
に
は
、
④
連
鎖
状
の
変
化
と
、
０
放
射
状
の
変
化
と
が
考
え
ら

れ
る
。

④
の
連
鎖
状
の
変
化
と
は
、
語
義
が
次
第
に
ず
れ
て
い
っ
て
類
義
的
な
語
義

に
移
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、　
″不
断
″
が

〈
絶

”
え
鋼
統
い
さ
ま
〉
か
ら

〈
つ
ね
づ
ね
、
日
常
〉
と
い
う
意
味
に
変
わ
っ
た
り
、　
″不
便
″
と
い
う
語
が

〈
都
合
の
悪
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
さ
ま
〉
か
ら

〈
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
、気
の

毒
な
こ
と
〉
と
い
う
意
味
に
転
じ
た
り
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
前
者
は
状

態
語
か
ら
状
態
語
へ
の
変
化
で
あ
り
、
後
者
は
状
態
語
か
ら
心
情
語
へ
の
変
化

で
あ
る
。
状
態
語
か
ら
心
情
語
へ
の
変
化
と
は
、
状
態
を
表
わ
す
語
に
人
間
の

心
情
が
加
わ
り
、
次
第
に
心
情
の
方
へ
意
味
の
重
点
が
移

っ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

り
、　
″笑
止
″
と
い
う
語
が

〈
困

っ
た
こ
と
〉
か
ら

〈
気
の
毒
だ
〉
と
い
う
意



味
に
変
化
す
る
の
も
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
形
容
語
で
あ
る
が
、

動
作
語
に
も
同
様
な
例
が
多
い
。
た
と
え
ば
、　
″支
度
″
が

〈
計
算
す
る
〉
か

ら

〈
準
備
す
る
〉
意
味
に
変
化
し
た
り
、　
″追
従
′
が

〈
つ
き
従
う
〉
か
ら
〈
お

も
ね
る
、
こ
び
へ
つ
ら
う
〉
意
味
に
変
わ

っ
た
り
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
内
容
的
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
確
に
区
切
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
や
心
情
を
表
わ
す
形
容
語
や
動
作
語
に
こ
の
型
の
変
化

が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、　
″
不
断
″
に

「普
段
」
、　
″
不
便
″
に
「

不
憫
」
又
は

「
不
悪
」
と
い
う
字
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

漢
語
の
日
常
語
化
に
伴

っ
て
原
義
が
忘
れ
ら
れ
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が

起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｏ
の
放
射
状
の
変
化
と
は
、
意
味
の
拡
大
又
は
縮
小
の
こ
と
で
あ
る
。

拡
大
は
、　
″女
一房
″
が
中
古
に
は

〈
宮
中
の
女
官
〉
を
意
味
し
て
い
た
が
、

中
世
に
は

一
般
に

〈
婦
人
、
女
性
〉
を
指
す
よ
う
に
な
る
よ
う
に
、
あ
る
漢
語

が

一
般
化
す
る
過
程
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に
、
そ
の
漢

語
が
陳
腐
化
し
て
し
ま

っ
て
、
意
味
が
下
落
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

一
方
、
縮
小
は
、　
″執
筆
″　
″宗
匠
″　
″
一
巡
′
が
い
ず
れ
も
連
歌
関
係
に

意
味
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
あ
る

一
定
の
社
会
に
の
み
用
い
ら
れ
て

語
義
が
特
殊
化
し
て
し
ま
う
場
合
に
多
く
み
ら
れ
る
が
、
逆
に
、　
一
般
化
に
伴

っ
て
語
義
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
広
く

〈
三
世
因
果
の
応

報
〉
を
意
味
し
て
い
た

″果
報
″
が
、
〈
現
世
の
幸
福
〉
と
い
う
良
い
意
味

に

だ
け
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
反
対
に

″因
果
″
は
悪
い
意
味
に
限
定
さ
れ

る
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

ま
た
、
縮
小
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
偏
義
が
あ
る
。
こ
れ
は
、　
″人

物
″
と
い
う
語
が

〈
人
と
物
〉
か
ら

〈
人
〉
の
意
味
に
な

っ
た
如
く
、
二
字
漢

語
の
二
つ
の
漢
字
の
う
ち
の
一
方
の
文
字
に
意
味
が
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

″賞
玩
″
が

〈
ほ
め
そ
や
し
楽
し
む
〉
と
い
う
意
味
か
ら

「賞
」
の
字
に
意
味

の
重
点
が
移
り
、
〈
ほ
め
た
た
え
る
〉
と
い
う
意
味
に
な

っ
た
り
、
″料
簡
′
が

〈
は
か
り
え
ら
ぶ
〉
∩
料
」
は

〈
は
か
る
、
考
え
る
〉
、
「簡
」
は
今
え
ら
ぶ
、
調

べ
る
と
か
ら

〈
考
え
る
、
考
え
〉
と
い
う
意
味
に
な

っ
た
り
す
る
例
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

国
と
し
て
、
原
義
と
転
義
と
の
間
に
同

一
次
元
に
お
け
る
共
通
性
は
認
め
ら

れ
な
い
が
、
相
互
に
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
場
合
、
そ
の
関
係
に
よ
っ
て
一
方

の
語
形
を
他
に
転
用
す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
元
来

〈
女
官
の
住
む
部
屋
〉
の
意
で
あ

っ
た

″女
房
″
が

〈
女

官
〉
の
意
味
と
な
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
同
様
な
変
化
と
し
て
、　
″御
所
″

″公
家
″　
ク地
下
″
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
場
所
を
表
わ
す
語

を
そ
こ
に
住
む
人
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、　
″家
来
″
と
い
う
語
は

も
と
も
と

〈
一
家
の
礼
儀
作
法
〉
と
い
う
意
味
の

″家
礼
″
と
い
う
語
で
あ

っ

た
が
、
〈
礼
を
つ
く
し
て
仕
え
る
者
〉
と
い
う
こ
と
か
ら

〈
従
者
〉
の
意
味

に

転
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
、
原
義
と
転
義
の
関
係
が
対
応
す
る
場
合
が
あ
る
。
即
ち
、
対
義

へ
の
変
化
で
あ
る
。

″勝
事
″
は
本
来

〈
す
ぐ
れ
た
こ
と
〉
と
い
う
意
味
で
あ

っ
た
が
、〈
珍
し
い

出
来
事
〉
か
ら
転
じ
て

〈
不
吉
な
事
件
〉
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
「笑
止
」

と
書
か
れ
る
に
至
る
。
佐
藤
喜
代
治
氏
は

「
こ
れ
は
、
不
吉
な
事
件
を
そ
の
ま

ま
露
骨
に
言
う
の
を
避
け
た
、　
一
種
の
忌
み
こ
と
ば
で
あ

っ
た
と
見
ら
耀
犯
ピ

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

″尋
常
″
は
中
国
で
は

〈
普
通
、
平
凡
〉
と
い
う
意
味
で
あ

っ
た
が
、
日
本

で
は
中
世
、
〈
立
派
な
、
す
ぐ
れ
て
い
る
〉
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る

こ
と

が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、　
″尋
常
な
ら
ざ
る
″
で

〈
普
通
で
な
く
〉
の
意
味
で
使



わ
れ
た
の
が
、　
″尋
常
な
る
″
と
混
同
を
起
こ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

″無
念
″
と
い
う
語
が

〈
何
も
考
え
な
い
こ
と
〉
か
ら

〈
思
い
が
残
る
、
残
念

な
〉
と
い
う
意
味
に
変
わ

っ
た
こ
と
も
類
似
の
例
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
形
態
と
の
関
り
で
語
義
変
化
が
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を

あ
げ
て
お
く
。

「さ
る
げ
ん
じ
』
に

「き
よ
う
、
こ
つ
が
ら
、
じ
ん
じ
や
う
な
る
、
人
か
な
」

と
あ
る

″器
用
″
は
、
『
天
草
版
平
家
物
語
難
語
句
解
』
の
説
明
に

「」
二
宇

。
Ｓ
７（預
雅
ご
と
あ
る
よ
う
に
、
容
貌
の
美
し
さ
を
表
わ
す
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、　
ク器
用
″
と

″器
量
″
の
形
態
上
の
類
似
の
た
め
に
、〈技

能
が
す
ぐ
れ
て
い
る
〉
と
い
う
語
義
か
ら

〈
風
朱

・
容
貌
が
美
し
い
〉
と
い
う

語
義
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、　
″上
薦
″
と
い
う
語
が
中
世
に
〈

高
貴
な
女
性
〉
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
た
り

″筆
策
″
と
い
う
語
が

〈
計
略

・
策
謀
〉
の
意
味
か
ら

〈
仲
裁

・
仲
介
〉
と
い
う
意
味
に
変
化
す
る
の
も
「上
」

と

「女
」
、
「壽
」
と

「仲
」
が
混
同
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

他
、
先
に
述
べ
た

「近
内
」

「渇
命
」
な
ど
、
語
義
変
化
に
よ
る
当
て
字
と
考

え
ら
れ
る
も
の
も
、
そ
の
語
義
変
化
の
過
程
に
お
い
て
、
も
と
の
漢
字
と
当
て

字
と
な
る
漢
字
の
形
態
の
類
似
あ
る
い
は

一
致
か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
と
考
え

れ
ば
、
こ
の
型
の
変
化
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
漢
語
の
語
義
変
化
の
分
類
を
試
み
た
が
、
変
化
の
過
程
や
時
期
の
詳

細
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
あ
げ
て
き
た
語
義
変

化
の
い
ず
れ
に
属
す
べ
き
か
問
題
の
も
の
や
、
二
つ
以
上
の
型
が
複
合
し
た
変

化
で
あ
る
と
説
明
す
べ
き
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
個

々
の
語
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
語
義
変
化
は
、
漢
語
が
次
第
に
社
会

に
広
く
深
く
浸
透
し
、
日
常
生
活
の
中
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
に

起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
漢
語
の
漢
字
ば
な
れ
に
よ
る
和
語
へ
の
同
化
が
そ
の

原
動
力
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
の
民
衆
は
文
字
を
知
ら
ず
、
た
と
え

知

っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
主
に
仮
名
で
あ
り
、
漢
語
の
意
味
を
文
字
を
通
し
て

知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
御
伽
草
子
の
中
の
漢
語
に
そ
の
よ

う
な
和
語
的
な
語
義
変
化
を
起
こ
し
た
も
の
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
御
伽
草
子
の
漢
語
の
一
つ
の
特
色
と
言
え
よ
う
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
御
伽
草
子
の
漢
語
の
性
格
を
い
く
つ
か
の
面
か
ら
探

っ
て
み
た

の
で
あ
る
が
、
仏
教
語
の
状
態
、
現
代
語
と
の
比
較
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
も
多

い
。
ま
た
、
語
誌
に
つ
い
て
は
詳
し
く
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
あ

え
て
さ
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
全
体
の
特
色
を
見
出
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
数
百
編
も
の
中
か
ら
わ
ず
か
三
作
品
を
と
り
あ
げ
た
だ
け
で
、
御

伽
草
子
の
漢
語
全
体
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
多
く
の
作

品
の
研
究
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
不
十
分

な
本
稿
が
そ
の
発
端
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔注
〕

１
、
「御
伽
草
子
」
と
い
う
名
称
は
、周
知
の
よ
う
に
、
広
義
。
狭
義
二
通
り
に
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
名
称
を
広
義
に
、
即
ち
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
数
百
編
の
短
編
小
説
の
総
称
と
し
て
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
御
伽
草
子
の
語
彙
に
占
め
る
漢
語
の
割
合
は
、
柏
谷
嘉
弘
氏
の
調
査
に
よ

る
と
、
二

寸
法
師
』
一
三
・
五
％

（五
〇
語
）、
「浦
島
太
郎
〓

一
Ｔ
九
％

（六
四

語
）
（参
考
文
献
６
）、
松
本
宙
氏
の
調
査
に
よ
る
と

『木
幡
狐
』
一
〇
・
五
％

（
一

四
九
語
）
（参
考
文
献
５
）
と
な
っ
て
い
る
。

２
、
以
下
、
「日
葡
辞
書
』
は
土
井
忠
生
氏
他

『邦
訳
日
葡
辞
書
』
（昭
和
５５
年
、
岩
波

書
店
）
に
よ
る
。



３
、
佐
藤
喜
代
治
氏

「和
製
漢
語
の
歴
史
」
〈森
岡
健
二
氏
他
編

『講
座
日
本
語
学

４

語
彙
史
』
（昭
和
５７
年
、
明
治
書
院
》

参
照
。

４
、
新
村
出
氏

「扉
聖
占

と
い
ふ
語
の
歴
史
の
た
め
」
合
新
村
出
全
集
』
第
四
巻
、

筑
摩
書
房
）
参
照
。

５
、
参
考
文
献
７
参
照
。

６
、
参
考
文
献
３
三
一
六
ベ
ー
ジ
参
照
。

７
、
森
田
武
氏

『
天
草
版
平
家
物
語
難
語
句
解
の
研
究
』

（昭
和
５．
年
、
清
文
堂
）
四

〇
八
ベ
ー
ジ
参
照
。

（参
考
文
献
〕

１
、
市
古
貞
次
氏
著

『中
世
小
説
の
研
究
』

（昭
和
３０
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）

２
、
佐
藤
喜
代
治
氏
編

『
国
語
学
研
究
事
典
』
（昭
和
５２
年
、
明
治
書
院
）

３
、
同
　
　
　
　
『
日
本
の
漢
語
、
そ
の
源
流
と
変
遷
』
（昭
和
５４
年
、
角
川
書
店
）

４
、
亀
井
孝
氏
他
編

『
日
本
語
の
歴
史
４
　
移
り
ゆ
く
古
代
語
』
（昭
和
３９
年
、
平
几

社
）

５
、
松
本
宙
氏

「御
伽
草
子
の
語
彙
」
（佐
藤
喜
代
治
氏
編

『講
座
日
本
語
の
語
彙

４

中
世
の
語
彙
』
昭
和
５６
年
、
明
治
書
院
）

６
、
柏
谷
嘉
弘
氏

「漢
語
の
変
遷
」
（森
岡
健
二
氏
他
編

『講
座
日
本
語
学

４
　
語
彙

史
』
昭
和
５７
年
、
明
治
書
院
）

７
、
前
田
富
誤
先
生

「和
語
の
意
味
変
化
」

（同
右
）
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